






















孟子の教えに不孝に三あり、 後なきを大なりとすと。余答えて云く、天理に戻ることを唱うる者は孟子にても孔子にても遠慮に及ばず、これを罪人と言って可なり。妻を娶り子を生まざればとてこれを大不孝とは何事ぞ。遁辞というも余り甚だしからずや。苟も人心を具えたる者なれば、誰か孟子の妄言を信ぜん。 （ 『学問のすゝめ』八編
（２）
）























































告焉不得而娶。娶而告父母礼也。舜 以告 権也。故曰猶告。与告同也） 。 （趙岐『孟子正義』 ） （傍点引用者。以下同）





























た是れ先祖の後なり。然らば其の有無、当に先祀の絶否を以て論を作すべからず （不娶無子 固不孝矣。然豈必絶先祖祀哉。兄弟有子、可以奉祀。宗族之子、亦可以奉祀。若単戸無親族者、世不多有焉、礼不為制焉。無後是我之無嗣也。我之嗣亦是先祖之後矣然其有無、不当以先祀之絶否作論） 。 （ 『孟子逢原』離婁四
（６）
）
と注する。趙注の「不娶無子、絶先祖祀」を「不娶無子」と「絶先祖祀」とに分解して考察するのである。　「不娶無子、絶先祖祀」を二要素に分解すると、 「不娶無子」 かつ 「絶先祖祀」 である状態は当然不孝として、 「不娶無子」だが ではない状態というも が想定可能となる
（７）
。これに相当するのが兄弟に子がいる状況
である。履軒はこの状況を取り挙げ、 「不娶無子（己に子が無い） 」であったとしても、兄弟に子が れば「絶先祖祀（祭祀を行なう子孫 無い） 」とはならない、と主張するの　
さらに履軒は、舜の結婚問題について、
何となれば則ち舜に弟象有り。象即ち多子有り、乏祀の憂無し（何則舜有弟象。象即有多子、無乏祀之


































古者、無子と無後とに別あり。左氏、 「予無子」 、 「小人無子」 、 「荘姜無子」 、 皆な後と言わず。 後と言うは、大宗に後たるなり。……舜象の兄たり。即ち継禰の宗なり。故に後無かるべからず。注の「不娶無子、絶先祖祀」と言うが如きは、此の言非なり。……娶らざれば子無く、娶りても亦た未だ必ずしも皆なに子有らず。然れば則ち苟しくも 無くんば、行ない曾閔の如きと雖も亦た不孝 らんか 注惟だ無子と無後とを混じて一とす。故に解通ずる能はざるのみ（古者、無子無後有別。左氏、予無子、小人無子、荘姜無子、皆不言後。言後者 大宗也。…舜為象兄。即継禰之宗也。故不可 後 如注言、不娶無子、絶先祖祀、此言非也。……不娶無子 娶亦未必皆有 。然則苟 雖行如曾閔亦為不孝乎。……注惟混無子無後而一。故解不能通爾） 。 （ 『汪梅
懐徳堂の「不孝有三無後為大」解釈 ― 佐野大介
39
嗣を絶つべからずと為す。 答えて曰く、 「兄に子あり、先人祀を得。吾何ぞ娶るを為さん」と（徳秀不及親在而娶、不肯婚 人以為不可絶嗣。 曰、兄有子、先人得祀。吾何娶為） 。 （ 『唐書』巻一九四、卓行伝）
と、弟の立場より、 「絶先祖祀」に結びつかない「不娶無子」 、つまり兄に子がある場合の己の不娶を弁護している。　
また、宋の孟景休は、
逋娶らずして子無し。兄の子宥を教え、進士甲科に登らしむ （逋不娶 子 教兄 、 登進士甲科 （ 『宋史』巻四五七、隠逸上）
として、己は「不娶無子」で兄の子を教育する。これらは、嫡長子に子があれば弟の「無子」は「絶祖先祀」とはならないとの立場を示した実例といえる。　
趙注が「不娶無子」と「絶先祖祀」とをいわば一体化


























と注する。結婚していながら子がないのは天（天命・運命）であるから、 「無後之不孝」とは、 「娶らざる者」即ち結婚していない者に対する言である、 との意見であ 。　








部分、 「無後」を決定不可能な部分として区別する。 「無後」 は天命であり人の力の及ぶところではない。しかし、「娶」か「不娶」かは自己決定可能な事象であるから、結果的に「無後」となるとしても 娶」までは行なうべきであり、 「不娶」 は許されない、と解釈 きよう。また、近儒が「無後（己に子が無い） 」を、即ち祭祀を行なう子孫が無いことと等価だと解釈す の 否定するのは、履軒と同じ観点である。さらに、そこから「無後」にかこつけて「内行の不正」を行なう者を含めて、 「孟子の罪人」であると非難し、このことについて別に論 立てたと結ぶ。　














孟子娶らざる者の為にして焉を発す（孟子為不娶者而発焉） 。 （ 「不孝無後為大論」 ）









甘んじて綱常を廃す。其の不孝たるや、亦た大ならざんや（盖世、有窮困多病安於愆期、或寡欲簡傲厭室家之累、 或預料閨閫勃磎之患者 僉初無意於議昏、卒以絶祖先之祀。是皆失軽重之等、甘廃綱常。其為不孝、不亦大乎哉） 。 （ 「不孝無後為大論」 ）
とあり、結婚しようと思わない者は、 「卒に以て祖先の祀を絶つ」不孝の大なるものと批判している。　
次に、 「娶りて無後」に関しては、
娶らずして後無きは、人に出づ。娶りて後無きは、天に出づ。君子天に安んずるのみ（不娶無 、出乎人。娶而無後、出乎 。君子安於天而已矣） 。 （ 「不孝無後為大論」 ）


















将合二姓之好 上以事宗廟、而下以継後世也） 。 （ 『礼記』昏礼）人天地を承け陰陽を施す。 故に嫁娶の礼を設くるは、人倫を重んじ、継嗣を広む
4
ればなり（人承天地施陰
陽。故設嫁娶之礼者、重人倫 広継嗣也） 。 （ 『白虎通義』巻十、嫁娶）
などとされ、 「継後世」 「広継嗣」に関する当為の一部とされる。それ故、自己の意志による「不娶」は、好ましからざるものと認識される。　
例えば、若い頃「不娶」を希望していた司馬江漢は、












の生ずるあり、子の生ぜざる有り」との認識を示しながらも、 『孟子精蘊』当該章の注には、 「権」と記すのみで、当該章 解釈と関連させた様子は見えない。　
これに対して、竹山は「子の有無に自己決定が及ばな













































































































































  滋賀秀三氏は、 「無後 と「絶祀」との関係 ついて、 「 「不孝有三、無後為大」という言葉が示すとおり 己れかぎりで血すじの絶えること 己れにとって最大の不幸であるのみならず、父祖に対しても最大の不孝であった。このことは自己が独子である場合に特に深刻 あるけれども、他に兄弟がある場合においても、各人が共同責任 一端を荷うという意味において、事柄は同 であった」 （ 『中国家族法の原理』 、創文社、一九六七年、一一三頁）としている。
（
10）  近藤啓吾訳注『講孟箚記』 （上） 講談社、一九七九年、三四一頁。
（
11）  竹添光鴻『孟子論文』 、奎文堂 八八一年 二二葉表
（







14）  中井竹山手 『孟子断 下巻、大阪大学附属図書館懐徳堂文庫蔵、一六葉表。
（
















































の分析―」 （ 『長崎大学教育学部社会科学論叢』第六六号、二〇〇五年） 。
（
33）  塚本哲三編『上田秋成集』 、有朋堂書店、一九二六年、六二七頁。
（
34）  井上了「中井竹山の子女について
　
―『奠陰集』を中心に―」
（ 『懐徳堂センター報』２００９、二〇〇九年）参照。
（
35）  『懐徳堂遺書』第五冊、三一葉表。
懐徳堂の「不孝有三無後為大」解釈 ― 佐野大介
49
